






















　以上の作業過程を経て作成された dwg ファイル（AutoCAD 独自のファイル形式）を、Adobe 社製・
Illustrator CC で加工したものが第 162 ～ 166 図である。これらの図をもとに、各時期の主要遺構
に関わる情報を以下、要約したい。なお、時期区分は、これまでの調査結果から判明した、遺構の時
間軸上の画期にもとづいて、Ⅰ期（17 世紀前半）・Ⅱ期（17 世紀後半～ 18 世紀前半）・Ⅲ期（18 世
紀後半～ 19 世紀中葉〔幕末〕）・Ⅳ期（19 世紀後葉〔明治期〕）を用いた。また、主要遺構の一覧は、
第 32 ～ 34 表を参照されたい。
　Ⅰ期（第 162 図）　火葬墓・素掘り舟入状遺構・溝・造成土・池状遺構・石列がある。遺構の時期









（金原・金原 2005）。第 16 次調査では、舟入り状遺構の北側にある水路の西端にあたる可能性が高い
溝（宅地化前の江戸初期）が検出されている。第 10 次調査地点では、17 世紀前半の造成土が確認さ
れている。これは、船置所移設後の造成工事跡の可能性が高い。第 20 次調査では、内部に水場利用
施設とみなせる石組み遺構を有する池状遺構が検出された。石組み遺構の盛土から出土した遺物の年












われる建物跡を伴う。建物跡はこのほかに、第 13 次調査の北側でも検出されている。第 8 次調査で
は、畑跡とみられる鋤痕が高密度で検出されている。この場所は絵図からみて、長谷川家屋敷地の裏
庭にあたる。第 11・17 次調査では、井戸が検出されている。第 10・13 次調査では、民澤家屋敷地を
分断する東西方向の溝と、それに接続する南北方向の溝の一部が検出されている。このうち、東西方
向の溝については、第 10 次調査で橋脚遺構が確認されている。また、第 13 次調査では、南北方向の




環境が推定されている（金原・金原 2005）。第 17 次調査では、17 世紀前半に徳島藩船置所があった
安宅島の北側の水路を埋め立てたとみられる造成土が検出されている。時期は 17 世紀後半とされる。














うち、第 8 次調査のそれは、前時期から継続するものである。第 11・15・16・17 次調査では、井戸
が検出されている。第 4・10・15 次調査では、溝が検出されている。第 4次調査の溝は、雨落溝を伴う。












類が植えられていたとみなされている（金原・金原 2005）。第 17 次調査では、池と暗渠が検出され
ている。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 166 図　常三島遺跡第 14 次調査地点の遺構
下図は国際航業株式会社調整『徳島市全図 2』をもとに作成。
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第 32 表　常三島遺跡の主要遺構一覧（1）
第 5章　総　括 225
第 33 表　常三島遺跡の主要遺構一覧（2）
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　第 34 表　常三島遺跡の主要遺構一覧（3）
